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開設の⽬的・概要　等

精神疾患（認知症、パーキンソン病、Covid19後遺症などの慢性疲労症候群など）や、消化器疾患（IBD, IBS,神経変性、肝硬変、胆⽯胆嚢炎、⾮アルコール性脂肪肝炎NASHなど）、サルコペ
ニアを中⼼に腸内フローラを解析し、疾患の原因や増悪に関係する腸内細菌及びその代謝産物、また、運動や喫煙などの⽣活習慣による腸内細菌叢構成への影響を明らかにする。
さらにビフィズス菌などの⾷品素材による腸内細菌バランスを調整することで、各種⽣活習慣病の新予防・治療法の開発を⽬的とする。
これらの研究を実施すること腸内細菌と疾患の関係、そして介⼊研究における作⽤機序に関連する代謝成分の特定を⾏い、分⼦機構の解明を⽬指す。
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